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平成１１年１２月２２日　
海洋科学技術センター　

宇宙開発事業団　　　

「Ｈ−IIロケット8号機」の第１段ロケットの再調査（２次調査）について

　海洋科学技術センター（理事長　平野拓也）及び宇宙開発事業団（理事長　内田勇
夫）は、本年１１月１５日夕に小笠原諸島の北西約３８０ｋｍ、水深約３，０００ｍ
の海域に落下した「Ｈ−IIロケット8号機」の機体部分および第１段ロケットの２次調
査を、１２月２０日（月）から実施いたしました。
　調査は、海洋科学技術センター所有の支援母船「よこすか」、曳航体「ディープ・
トウ」ソナーシステムを使用し、ロケットの様な孤立した人工物を示す強い反射に対
しては、曳航体「ディープ・トウ」カメラシステムを使用し、目視観察、映像取得等
を行いました。
　調査開始から３日目の本日１３時３７分、小笠原諸島の北西約３８０ｋｍ（図１：
北緯29度21.13分、東経139度29.75分）、水深２，９１１ｍの海域にて「ディープ・
トウ」に装備されているＴＶカメラにより「Ｈ−IIロケット８号機の第１段機体の一
部」と思われるものがとらえられ、現在、船上にてビデオテープの確認作業を行って
おります。　なお、機体の一部と確認された場合には海底の写真（電子画像）を当セ
ンターホームページにて速やかに発表させていただきます。

　尚、今回の映像等の資料は宇宙開発事業団により原因究明作業に活用される予定で
す。

写真　機体配管の一部
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写真　海底直上３～５ｍでの曳航体カメラによる機体配管の一部
　　　（１９９９年１２月２２日発見）


